
1 

 

令和６年度第４回社会教育委員会議 会議録 
開催日 令和７年３月２１日（金） 開会時間  １４時００分 

会 場 市役所６階 ６０３会議室 閉会時間  １５時３０分 

委員の 

出欠状況 

斉 藤  俊 晃  欠 水 野  晶 子 出 ◎久 米  隼 出 

佐 野   一 機 欠 鈴 木  敬一郎 欠 山 崎  雄 一 出 

栁 下   和 弘 出 富 澤  仁 出   

佐々木 元 子 出 伊 藤  芳 夫 出   

中 根  敏 博 出 ○森 田  圭 子 出   

小見山 映 二 出 泉      常 夫 出 ◎議長 〇副議長 

傍聴者  １名 

事務局 【教育委員会】 石川教育長、横山教育部長、森谷スポーツ青少年課長 

【生涯学習課】 細野課長、山本課長補佐、鈴木副主幹兼統括主査、小林主事、

木村主事補、田谷社会教育指導員、中央公民館 長峰館長、坂下公民館 江口

館長、南公民館 南雲館長、図書館 小林館長、図書館下新倉分館 戸田館長 

議 題 

１ 和光市教育振興基本計画中間評価について 

２ 令和７年度社会教育関係団体への補助金交付(案)について 

３ その他(事務連絡・情報交換等) 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

○石川教育長 

皆様こんにちは。本日はご多用の中、第４回社会教育委員会議にご出席いただきまして、誠に

ありがとうございます。 

はじめに、今年度も社会教育に関わる様々な活動が行われましたけれども、直近で言いますと、

１月１２日に行われました、「成人式～２０歳を祝う会～」は、市内在住対象者の 60.1％にあたる４

８６名の皆さんにご参加いただきました。また、新春凧揚げ大会や和光市民ロードレース大会、中

央公民館スプリングコンサートなど、生涯学習事業、スポーツ事業を無事に実施できましたことも

合わせて報告させていただきます。 

さて、今日の会議では、これまでご協議いただいております和光市教育振興基本計画中間評

価を中心に、お手元にあります議題に沿ってご審議をお願いしたいと思います。また、情報交換

の後にも、短い時間ではありますが、社会教育全般についてご意見をいただく時間を予定してお

りますので、ぜひ忌憚のないご意見をお寄せいただければと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○事務局 

市民参加条例第１２条第４項の規定による会議公開及び要点記録による会議録の公開につい

て説明。 
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３ 議題 

議題(１)  和光市教育振興基本計画中間評価について 

  

〇久米議長 

皆さん、こんにちは。本日は年度末の大変ご多用のところ、ご出席いただきありがとうございま

す。 

今日は最初に嬉しいお話をさせていただければと思います。皆さん、今日エレベーターを待っ

ている時、人権講演会のチラシはご覧になられましたでしょうか。これまでの社会教育委員会議

でも、市役所１階でぜひ広報や PRをしてほしいとお伝えしていましたから、貼ってあったことに

社会教育委員の声が反映されていることを実感しました。先日、市役所に用事があり、その際に

もエレベーターを待っていたのですが、チラシの写真を撮るお母さんがいらっしゃいました。ちょ

うど子育て中で、ベビーカーを押していらっしゃいました。１階に貼ってあるチラシは、二次元コー

ドを読み取れるようになっていて、申し込みができます。そこも読み取って、エレベーターを待っ

ている間に申し込みをされているような雰囲気を出しておられました。 

さて、私たちは今日で２年間の任期の最後の会議となりますが、ここでの議論も含めて、先程

お話しした事例のように少しずつ色々なところで反映されていることを考えると、少しでも、１歩で

も前進できたような、そんな２年間だったと振り返っております。本日は最後のまとめです。特に、

この１年間頑張って取り組んできた、和光市教育振興基本計画の中間評価を行うこととなってお

ります。ぜひ皆さんから沢山のご意見をいただきながら、２年間のまとめとして取り組んでいけれ

ばと思っております。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

まず初めに、委員の皆様に対し、ご多忙のところ中間評価にご協力いただいたことに御礼申し

上げます。非常に多くの、また貴重なご意見、ご提言をいただきありがとうございました。いただ

きましたご意見・ご提言につきましては、担当課と共有し社会教育行政の推進に役立たせていた

だきます。 

それでは「和光市教育振興基本計画中間評価について」、お手元の資料１と資料２を用いて説

明させていただきます。 

まず、資料１は「中間評価シート」から皆様に記載いただきました「社会教育委員の意見・提言」

と、事務局で記載した「今後の取り組み」を抜粋したものとなります。 

先ほど申しあげたとおり、皆様から非常に多くのご意見、ご提言をいただきました。本来ならば

頂戴したご意見すべてを記載したいところですが、スペースの問題もありますので、こちらの方

で、多くいただいたご意見など代表的なものを選ばせていただき記載させていただいております。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 
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各施策に対する意見・提言と今後の取り組みについて、資料１を読み上げ。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

次に資料２をご覧ください。 

こちらは、約１年をかけて実施していただいた中間評価を、社会教育委員会議からの「報告」と

してまとめたものとなります。 

１ページ目には「はじめに」として今回の中間評価を実施した経緯や協議内容、決定事項が記

載されております。２ページ目以降は各施策に対していただいた委員の皆様からの意見、提言を

まとめたものとなります。最後の５ページ目は中間評価を実施していただいた皆様の名簿と下段

に経過を記載しております。 

内容をご承認いただきましたら、今回実施いただいた中間評価の結果として、社会教育委員

会議を代表し、議長から教育長への「報告」として手交いただきたいと考えております。 

事務局からの説明は以上となります 

 

○久米議長(議事進行) 

大量の意見をこのように短い形でまとめていただき、本当にありがとうございました。内容につい

て確認をしたいと思います。 

資料２は、教育委員会の依頼に対して、報告書としてまとめたものという認識でおります。全体

的に見ていきましたが、何か気になるところはございますか。あくまでもこちらは、皆さんからいた

だいたご意見・ご提言を整理してまとめたものになるということと、紙面の都合もあり全てを載せ

ることは難しいことをご了承ください。ただ、ここまでの過程等も含めて、全て教育委員会事務局

にお渡ししてありますので、今後担当課等にお伝えいただいて反映されるということです。そうい

った意味でも、この内容で良いと思っております。皆さんからもし何かあればお願いできればと

思います。特になければ、社会教育委員会議としてこの報告をあげるということにしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。 

 

～異議なし～ 

 

○久米議長(議事進行) 

ありがとうございます。 

それでは、和光市社会教育委員会議議長の私から、石川教育長に報告いたします。 

 

～久米議長が「和光市教育振興基本計画 社会教育における中間評価について 報告」冊子を

手交～ 
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○石川教育長 

 皆様からいただいたご意見等、この後の施策に反映させていきたいと思います。本当にありが

とうございました。 

 

○久米議長(議事進行) 

皆様、ご協力いただきありがとうございました。 

先ほど私から教育長に報告書をお渡しさせていただきました。ある意味この１年間かけて取り

組んだ内容でもあると同時に、昨年から色々なところを見に行っていただいたり、意見交換をし

たり、２年間の議論の結果が詰まった資料になったと思っております。こちらは中間評価ですので、

現在の基本計画のこれからの活動等にも反映させていただきたいと思います。それと同時に、次

期の検討が間もなくスタートするということですので、そこでもぜひ役立てていただければと思い

ますので、事務局の皆様よろしくお願いいたします。 

 

議題(２)  令和７年度社会教育関係団体の補助金交付(案)について 

 

○久米議長(議事進行) 

続きまして、令和７年度社会教育関係団体への補助金交付(案)について、事務局から説明を

お願いいたします。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

資料３「令和７年度社会教育関係団体への補助金交付(案)」について、ご説明させていただき

ます。 

市では、学習、文化、スポーツ等の社会教育に関する事業を行うことを主たる目的として、市

内に拠点を有し、社会教育活動を自発的に行い、広く市民に開かれた事業を行う団体について、

予算の範囲内で事業経費の一部を補助し、市民の社会教育活動の促進を図っております。 

補助金交付にあたっては、各団体の事業実績・事業計画・予算書等の内容を審査し、交付要

綱に基づき、予算の範囲内で補助金を交付し、支援を行っております。 

事務局といたしましては、資料３に掲載されている団体は、「社会教育の振興に寄与する公共

的意義があると共に、適切な事業」であると捉えており、毎年社会教育に関する事業を積極的に

行っている団体でもありますので、今年度も交付したいと考えております。 

なお、地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合には、社会教

育法第 13条において、あらかじめ社会教育委員の会議の意見を聴いて行わなければならない

とされておりますことを付け加えさせていただきます。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 
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補助金交付対象の各社会教育関係団体の概要について、資料３(１)～(５)読み上げ。 

○森谷スポーツ青少年課長 

補助金交付対象の各社会教育関係団体の概要について、資料３(６)～(11)読み上げ。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

補助金額は、１０番の和光市地域青少年を育てる会以外につきましては、令和６年度と同額で

交付したいと考えております。 

 

○森谷スポーツ青少年課長 

和光市地域青少年を育てる会については、対象となるお子さんの人数を住民基本台帳から推

計をしているため、その人数によって増減が生じているものです。特段、地域の育てる会の数が

減った等が要因ではございません。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

資料３に記載した補助金額を交付したいと考えておりますので、ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

○久米議長(議事進行) 

ご説明いただきありがとうございました。皆様からご意見やご質問などございますか。 

伊藤委員お願いいたします。 

 

○伊藤委員(質問) 

今、説明のあった１０番の団体について、減額された理由をもう一度詳しく説明お願いします。 

 

○久米議長(議事進行) 

今、事務局からご説明があったのは、平たく言うと、こどもの数が減ったので、それに合わせて

金額を減らしているということでしたが、伊藤委員、こちらでよろしいでしょうか。 

 

○伊藤委員 

はい。 

 

○久米議長(議事進行) 

ありがとうございます。事務局に確認したいのは、もちろん今後の話は予算の編成等でわから

ないものもあると思いますが、例えばこどもが増えた場合には増額の可能性もあるかもしれない

ということでしょうか。 
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○森谷スポーツ青少年課長 

はい、そうです。 

 

○久米議長(議事進行) 

ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

泉委員、お願いいたします。 

 

○泉委員(質問) 

令和６年度と令和７年度、予算額の変更はほぼなしということで、実際に行われた事業などに

変化がないという認識でよろしいでしょうか。事業について、どのようなかたちで精査してこの金

額になったのか、経緯も含めて教えてください。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

事業内容については、毎年実績報告をしていただいており、年度によって変わっています。実

際には補助金額を上回る金額で事業を進めていただいておりますが、予算の関係で資料に記載

されている金額を補助金として交付しております。 

 

○泉委員(質問) 

トータルの予算は６４０万前後ということですよね。この社会教育団体への補助金という枠の中

で仕分けをしているという認識でよろしいでしょうか。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

はい。実績を踏まえて、予算の要求をして、それが承認されるという流れです。 

 

○泉委員(質問) 

これを拝見していると、生涯学習に関わるものについてと、スポーツと青少年に関わるものに

ついての比率が、大体１０対１くらいです。基本的に生涯学習というのは、若い人だけじゃなくて、

全体に関わるものなので、そこにかかる予算というか補助金額が少ないのかなという認識があり

ます。そこに関してはいかがでしょうか。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

こちらは社会教育団体に対する報告で、もちろん市が行うべきものは市の予算で市が実施し

ています。例えば市民大学ですとか、そのようなものは市の予算で実施していますので、そちら

の方で広げていきたいと考えております。 
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○泉委員(意見) 

これだけ見ていると補助金が偏っているなという気がするので、もしよければ、生涯学習とス

ポーツ、同じくらいでやっているというところが見られればと思います。団体数が少ないなどの理

由はあると思いますが、これだけだと生涯学習に力を入れていないのではないかと思ってしまい

ます。 

それから、毎年同じことをやっているというのは、市民の立場からするとおかしいのではない

かと思うので、各団体から新しい事業企画とかそういうのが出ているのかは知りたいところです。 

 

○久米議長(議事進行) 

ありがとうございました。確かにスポーツ青少年課が所管する方が多いような印象もあります

が、一方で区切りが難しいところもあると思います。所管課だけで見るとなかなか難しいのかな

というところもありますので、内容等も含めてこれから出てくる報告も踏まえてまた検討していけ

ればと思います。 

ほかに皆様からいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

では、令和７年度社会教育関係団体への補助金交付（案）について、皆様からご意見をお伺い

しましたので、新年度には事務を進めていただきますようお願いいたします。 

 

議題(３)  その他(事務連絡・情報交換等) 

 

○久米議長(議事進行) 

先ほど申し上げたとおり、今回の会議が今の任期の最後の会議となりますので、２年間を振り

返って、是非一人一言ずつ、ご感想等で構いませんのでご発言いただきたいと思っております。 

まず私から、お手元にあるわこう市政学習おとどけ講座の新年度のパンフレットを見ると、

「NEW」というマークが沢山ついています。特に市民講師編、こちらは市民の皆さんが自分たち

のまちの講師となって講座を行っていただくものになりますが、「NEW」マークが沢山増えていま

す。サッカーなどのスポーツから、こどものセルフケアの話など様々です。 

このように、私たちが社会教育委員会議で２年間訴えてきたことが、こういった形でも反映され

ているということを感じたところです。 

皆さんが感じたこと、もしくはもっとこんな風にできたらよかったということなど、もしございまし

たら、是非一言ずつお願いいたします。 

 

○柳下委員 

今、議長からお話があったように、私もこのおとどけ講座のパンフレットを見て、ピアノが入った
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なと思いました。幼稚園や保育園だと、音に触れる機会がとても多いです。音楽に触れ音の感性

を刺激するというのは、こどもだけじゃなくて大人に対してもいいことだと思っています。ピアノに

触れる機会を市が提供していることで、はじめの一歩がもっと広がります。ピアノだけではなく、

今後色々な場面で裾野を広げていくのはとてもいいことだと思いました。 

 

○佐々木委員 

私はこのおとどけ講座をあまり詳しく知らないのですが、これは人数や場所などの制限はある

のでしょうか。 

 

○事務局(鈴木副主幹) 

利用方法についてはパンフレットの表紙に記載のとおりですが、人数は５人以上の団体でのお

申込みとなっております。 

 

○佐々木委員 

こんなに講座が沢山あることに驚きました。個人的に社会教育委員会議に参加するようになっ

て、色々なチラシを見て、今までは自分の所属している団体の関係会議にしか出たことがなかっ

たのですが、公民館まつりとかにも顔を出すようになりました。 

ただ、関わっている人がすごく限定されているような気がするので、その辺りの垣根をなくす、

誰でも参加できるようになるのが課題だと思います。 

 

○中根委員 

２年間、貴重な経験をさせていただきました。社会教育とはどういうものかというところから始

まって、２月に提言をまとめる作業のために初めて現場に行ったり、色々見させていただいたりし

て、非常にいい経験だったと思っています。 

私の住まいは和光市ではないですが、和光市内の公民館はとても沢山の講座があると感じま

した。それぞれ地域によって色々な特性があると思いますが、和光市の場合は常に挑戦心を持っ

てやっていくような姿勢ですので、非常に今後とも応援したいという気持ちになりました。 

それと、私はスポーツ協会から来ておりまして、部活動の地域移行の話が出ていることもあり、

先日社会体育指導員というものの養成講座を受けてきました。そこで、大学や高校の先生方とも

教育についてお話ししましたが、この社会体育指導員の計画的な確保についても引き続き検討

していきたいと思います。 

 

○小見山委員 

ボーイスカウトの活動は、意識して社会教育や社会貢献をしているわけではなく、お金を払っ

てボランティアをやらせていただくようなイメージです。そんなボーイスカウトのリーダーの方たち
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が、和光市教育振興基本計画を読んで感心していました。 

私も２年間沢山勉強させられまして、できたらもう少し委員をやっていたいなというのが本音

です。 

 

○水野委員 

PTA会長や保護者の会の会長は毎年変わっていくものなので、私は今年度から参加させて

いただきました。１年間だったので、最後の中間評価が非常に難しかったです。私が関わっている

ものに関しては沢山書けましたが、知らないことも多かったので、非常に難しく感じました。 

引き続き、今まで知らなかったところについての情報や知識をもう少し増やしていけたらと思

います。ありがとうございました。 

 

○富澤委員 

出来上がった中間評価シートを見て、やはり１番の問題は、いかに効果的に広報、情報を発信

するか、あとは人材の確保かなと感じました。 

民生委員の立場としては、３月１０日にここの会議室で不登校児童に関する講演がありました

ので、参加してきました。和光市教育振興基本計画の基本施策７に関連しますが、和光市では教

育支援センターや、公民館事業で出張適応指導教室などを行っているということですので、これ

からもどんどん活動していってほしいと思います。 

最後にもう１点、和光市人権教育推進協議会で人権教育に力を入れているということですが、

今年の埼玉県の人権作文、総応募数が１１万１００件あり、２６作品が優秀賞という中で、和光市

から２人が選ばれました。これも人権教育の賜物と感じております。 

 

○伊藤委員 

自治会は市内で最大の民間組織ですが、自治会としては日々の生活がすべて社会教育にな

るんじゃないかと思っています。こどもに接し、高齢者に接し、地域・行政と関わり、すべて自治会

は関わっていますが、なかなか成果が出ないというのが現状です。 

今回の中間報告では、皆さん色んなご意見を出していただきましたが、ここに抜粋されてしま

っています。抜粋されるのはいいですが、どなたがどういうお考えでいらっしゃるのかということ

は、少し勉強させていただきたかったです。ですから、次にまたお世話になるようなことがあれば、

その部分をよろしくお願いしたいと思います。 

 

○泉委員 

学識経験者ということで委員になりましたが、社会教育についてはほとんど知りませんでした。

とはいえ、関連したことについてはやっていたので、それが社会教育だったということが今回初め

てわかりました。 
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２年間色々やってきて、その中で１番思ったのは、人とのつながりというところです。人がつなが

らないと、すべてがうまくいかない。今、公民館と関わって色々やらせてもらっていますが、やは

り公民館というのは社会教育施設の中でも特に重要な拠点だと思います。公民館は何でもでき

る施設なので、防災・防犯の拠点としても、学習の拠点としても、はたまた文化の発信の拠点とし

ても、すべての基本的な施設なのではないかと考えます。今後の公民館をどうしていくかという

ことについて、社会教育の立場からさらに掘り下げて意見等を発信していきたいと思っています。 

 

○山﨑委員 

まず社会教育とはなんだろうというところから始まり、人権教育の推進や、文化財報告会など、

色々な研修会に参加させていただくことによって、ちょっとだけ自分の知識が広がったと思います。 

こういう知識を別の場所で、自分の力の中でプラスアルファしながら、色々な活動ができたら

と思っています。おとどけ講座の市民講師編のところに、次年度自分の名前が入れるように頑張

ります。 

 

○森田副議長 

社会教育の現場の変化、特に私は坂下公民館と一緒に事業をやったりして、連携しようという

気持ちなど、随分現場の意識が変わってきていると感じます。公民館ディスコなど、今までにない

ような企画が公民館から発信されていて、この２年間、公民館や図書館の現場が変わろうとして

いると思います。 

一方で部活動の指導者や、不登校の問題など、学校教育での課題も一緒に考えていく必要が

あると思います。社会でこどもたちとどう生きていくかということを、学校教育だけじゃなくて、社

会教育の果たす役割、福祉との連携も含めて、横のつながりをどう作っていくかみたいなことを

考えていきたいです。 

さらなる変化に期待しながら、例えば１年間の育休を終えたお母さんたちがみんな働きに出て

しまって PTAをこれから誰がやっていくのか、部活動の指導者のなり手がいないというような

喫緊の課題も、みんなで考えていかなければいけないと思います。こどもたちのためにもそうい

う準備をしていきたいと思います。 

 

○長峰中央公民館長 

社会教育委員会議で公民館を取り上げていただけるようになりました。やはり公民館というの

は、先ほどお話にもあったように、人とのつながりの場所であります。ただ、今まで公民館のイメ

ージですと、一部の方しか使えない場所なのではないかというのが未だにあるのは感じておりま

す。本当に自分たちが参加していいのか、そういう垣根を取り払うことが非常に大事だと思いま

す。様々な地域課題、これからの課題についてもしっかり向き合い、皆さんで協力しながら、地域

を少しでも良くしていけるように活動していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○江口坂下公民館長 

公民館は社会教育の一翼を担う施設ということで、他の団体の色々なお話を聞いたうえで、や

はりまだまだ連携、皆様と協力できるものはあると感じました。公民館として持っている事業を、

皆様のご意見をどんどん取り入れて、今後協力できるところを探していきたいと思います。 

先ほど、公民館の意識に変化がみられると仰っていただいて、非常にありがたいです。これか

らも少しずつ変えていけるところは変えていく姿勢でいたいと思います。 

 

○南雲南公民館長 

公民館は社会教育の発展の拠点になり得ると考えております。また、地域のこどもたちに今後

沢山来てもらえるようにこれからも頑張っていきたいと思います。変化しつつあるというよりも、

常に変化しているものだと考えて頑張っていこうと思いますので、どうぞ引き続きよろしくお願い

いたします。 

 

○小林図書館長 

この度、図書館の蔵書やイベントについて評価していただきありがとうございました。また、図

書館で開催されるイベント等に足を運んでいただいた方もいらっしゃると思います。地域を支え

る施設として、赤ちゃんからお年寄りまで誰もが利用できる施設ですので、今後も色々なところ

を改善しながら皆さんに利用していただける図書館をつくっていきたいと思います。 

 

○戸田図書館下新倉分館長 

図書館長の前は公民館長をしていて、当時公民館の団体さんたちが「だんだん高齢化で人が

減ってきて、次の登録更新はできない」というお声を聞いていた中で、今度は図書館で、読み聞

かせで小さなお子様との出会いをさせていただきました。こんなに小さなお子さんが和光市にい

るんだ、高齢者の方もどんどん図書館に来てもらえるように何か出来たらいいなと思っていた矢

先、市内循環バスが下新倉小学校に停まらなくなってしまいました。足を運んでもらいたいのに、

市内循環バスがなくなったというのがまず私の戸惑いでした。 

公民館、図書館は、社会教育の色々なところでますます重要なところになってくると思います。

どんどん皆さんからご意見をいただき、市政に反映していけたらと思います。 

 

○久米議長(議事進行) 

皆様、ありがとうございました。 

伊藤委員から、日々の生活すべてが社会教育だという力強いメッセージをいただきました。ま

さにそうだと思います。学校で行われるから学校教育、家庭で行われるから家庭教育と言います

が、それ以外は社会教育と言われます。そうすると、社会教育の可能性ってまだまだあると私は
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思っております。年齢の幅も、活動領域の幅も広いです。そういったことから考えると、攻めの社

会教育、さらに進めていくためにどうしたらいいか、今年度私なりに色々工夫しながら取り組ん

できたところです。 

まず、事務局の皆様に御礼申し上げたいのは、毎回公民館長と図書館長がいらっしゃってあり

がたかったということです。社会教育というのは、市民の我々と行政とが手を携えて行わなけれ

ば絶対に成り立たない教育活動だと思っております。先ほどの補助金もそうですが、市民は補助

金という形で市に支えていただき、それを糧に市民の力で頑張って活動していく、このような活

動が社会教育の基本になると考えております。様々なご意見等もいただいて、この２年間で少し

ずつ社会教育が前進できたと思います。 

また、気づきを得るということも大事な社会教育の役割だと思いました。社会教育は幅が広い

分、何のことかよくわからないというのが本音だと思います。そういった意味で、皆様様々なとこ

ろに見に行っていただいて、新たな気づきを得て、それをさらに広めていっていただくのが皆さん

の役割だと思います。この任期は６月末までですので、是非その間もあちこち見ていただいて、

そして皆さんの団体の方にお伝えいただいて、社会教育をまた１歩前進させていただければと思

います。 

それでは、本日の審議内容はすべて終了いたしました。これにて議長の任を離れさせていただ

きます。２年間にわたり、委員の皆様にはご協力いただきありがとうございました。 

 

○事務局(山本課長補佐) 

本日は長時間にわたりましてご協議いただき、誠にありがとうございました。この後、今回の会

議の会議録を作成しまして、委員の皆様にご確認いただいた後、市ホームページで公開してまい

ります。 

今後のスケジュールですが、次回の会議は、令和７年度の委員のみなさまがお揃いになりまし

たら、開催いたします。皆さまの任期は６月末で満了となりますことから、新年度に各団体の長宛

に推薦依頼書を送付いたします。この２年間、さまざまなご意見をいただきまして、ありがとうご

ざいました。また、次期につきましても、公募委員を２名募集いたします。詳細につきましては、５

月の広報等でご案内いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は誠にありがとうございました。どうぞお気を付けてお帰りください。 

 

4 閉会 


